
　
　
　
第
三
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
の
見
れ
ろ
露
國

料
を
登
見
せ
す
Q
邑
城
の
西
及
北
の
両
方
面
が
全
部
取
彿

は
れ
て
僅
に
東
南
の
一
部
を
存
す
る
の
み
こ
な
れ
る
は
最

近
の
事
な
り
ご
畳
ゆ
る
も
、
其
の
何
疇
頃
よ
り
か
を
詳
に

　
　
　
　
　
　
地
理
上
ま
畦
見
れ
る

　
露
西
亜
羅
原
　
露
西
亜
は
世
界
第
一
の
羅
原
告
で
あ
る

其
縁
蓬
に
は
、
南
に
高
却
索
山
脈
及
び
其
潔
き
な
る
ク
ソ

ミ
ァ
の
小
山
脈
が
あ
り
、
南
西
に
は
カ
ー
バ
シ
ア
ン
等
の

新
し
い
禮
曲
山
賑
が
あ
り
、
東
に
は
古
生
代
の
後
期
に
二

曲
し
だ
賢
才
爾
山
脈
め
り
、
西
北
は
低
波
状
地
を
な
し
て

居
る
婆
羅
的
地
楯
に
臨
ん
で
居
る
が
、
東
南
は
幡
黒
き
孕

地
で
亜
細
亜
の
季
原
ご
趨
り
、
西
南
は
ダ
ェ
ユ
ー
ブ
下
流

の
低
地
ご
、
西
は
北
濁
逸
衝
原
ご
何
れ
も
蓮
点
し
て
居

る
。
然
し
此
絶
大
な
「
露
西
亜
挙
療
」
は
決
し
て
翼
の
意
昧

の
豊
原
で
な
い
、
河
流
の
浸
蝕
作
用
は
、
其
間
に
狡
い
谷

を
穿
ち
、
叉
は
賢
い
塾
長
の
間
に
極
め
て
緩
傾
斜
の
側
面

　
　
　
　
　
　
　
第
槻
一
贈
伽
　
　
　
一
一
凱
0
　
　
（
山
ハ
八
0
）

せ
す
。
聯
か
知
り
得
π
る
班
を
記
し
て
探
究
の
資
こ
な
す
○

（
本
考
材
料
の
蒐
牧
に
つ
き
て
は
加
藤
灌
畳
琉
を
煩
し
陀

り
）

否
認

文
學
士
　
下
　
　
田
　
　
禮
　
　
佐

を
有
す
る
谷
を
作
だ
り
し
て
居
る
眞
の
李
原
ご
云
へ
ば
冷

浸
蝕
作
用
の
未
だ
進
ま
な
い
分
水
界
附
近
　
河
岸
の
洪
湧

季
原
、
海
岸
李
振
等
で
あ
る
。
黒
く
露
西
亜
半
里
ご
干
て

も
、
今
は
所
々
鴬
谷
盆
地
等
が
出
來
て
居
る
が
、
此
等
の

成
生
す
る
以
煎
…
の
厭
能
心
を
考
へ
て
見
る
ご
、
”
此
大
姦
原
は

極
め
て
綾
縦
な
波
献
の
地
貌
を
呈
す
る
壷
地
で
あ
っ
元
。

・
今
、
手
原
の
中
部
で
否
均
海
該
二
百
乃
至
三
百
米
、
カ
ー

バ
シ
ブ
ソ
の
前
面
な
る
ヴ
ォ
川
ヒ
ニ
ァ
n
ボ
ド
ヲ
ァ
の
高

地
で
四
百
米
、
ド
ネ
ッ
高
．
原
、
ヅ
ォ
ル
が
下
流
の
沼
岸
、

ブ
ル
ダ
イ
岡
地
、
ミ
ン
ス
ク
附
近
等
は
三
百
乃
至
四
百
米

で
あ
る
が
、
之
等
は
其
元
の
肇
地
の
痩
つ
元
も
の
に
外
な



ら
ぬ
。

　
か
、
る
大
挙
原
の
成
因
は
、
元
來
地
層
が
水
孕
に
堆
積

し
セ
翁
で
、
從
て
浸
蝕
作
用
が
働
い
て
も
出
地
の
標
な
地

貌
こ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
只
此
間
に
於
て
稽
著
し
い
地

形
は
、
（
一
北
露
西
亜
に
チ
マ
ン
高
地
ご
云
ふ
の
が
あ
る

鳥
屋
爾
の
支
脈
で
矢
張
り
古
生
代
の
繕
曲
か
ら
成
て
居
る

（
二
｝
ア
ゾ
フ
海
の
北
岸
か
ら
ヴ
ォ
ル
ビ
ニ
ァ
に
延
び
て
南

露
西
亜
岡
地
ご
云
ふ
の
が
め
る
、
花
街
岩
及
び
片
麻
岩
か

ら
出
察
て
居
る
、
（
三
）
ア
ゾ
フ
海
ご
ド
ネ
ッ
河
ご
の
間
に

ド
ネ
ッ
高
原
が
あ
る
、
石
炭
紀
の
禰
噛
で
あ
る
ジ
似
上
三

つ
の
隆
｛
起
が
あ
る
望
め
露
西
亜
季
原
は
地
形
上
殿
の
四
一
地

方
に
分
れ
て
居
る
。
（
ご
ベ
チ
ョ
ラ
盆
地
は
烏
黒
爾
ε
チ

マ
ソ
高
地
こ
の
間
を
占
め
て
居
る
、
（
二
）
申
部
露
西
亜
大

皆
野
、
（
三
）
南
露
西
亜
岡
地
ご
黒
海
こ
の
間
を
占
む
る
南

露
西
亜
藤
原
、
裏
海
低
地
等
で
あ
る
Q

　
右
の
中
で
ペ
チ
ョ
ラ
盆
地
は
他
馬
匹
な
っ
て
、
烏
拉
爾

の
地
暦
が
所
々
に
現
は
れ
、
其
他
基
盤
は
水
李
に
上
筆
し

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
》
見
糞
ろ
露
國

て
居
る
珠
羅
紀
屠
及
び
臼
垂
紀
暦
か
ら
成
っ
て
屏
る
。
中

堅
及
び
南
露
の
李
原
で
は
、
其
岩
石
は
石
萩
岩
の
外
粘
土

叉
は
泥
路
岩
無
か
ら
撃
て
居
る
申
露
で
は
戯
墓
盤
を
な

し
て
居
る
古
盆
暦
が
淺
い
皿
漱
を
な
し
て
中
央
に
向
て
傾

き
、
表
面
が
殆
ざ
水
傘
に
切
断
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
最

も
敵
い
地
癬
…
が
外
〔
側
に
あ
っ
て
、
之
か
ら
段
々
申
心
に
向

て
新
し
い
地
暦
が
現
は
れ
、
各
地
層
の
走
向
が
貞
心
圓
状

に
排
列
さ
れ
τ
居
る
○
即
ち
最
西
北
券
藩
儒
及
び
オ
ネ
が

湖
の
南
方
に
塞
武
利
亜
紀
及
び
志
留
利
亜
紀
の
地
層
が
あ

り
、
遙
か
内
陸
に
撃
て
泥
盆
紀
層
が
あ
る
、
此
は
婆
羅
的

海
か
ら
狡
い
帯
擬
を
な
し
て
オ
ネ
ガ
、
ラ
ド
が
雨
足
附
近

に
籏
が
り
、
西
露
に
て
は
ク
ー
ル
ナ
ン
ド
か
ら
ヅ
ァ
ル
ダ

イ
岡
地
及
び
ス
モ
レ
ン
ス
ク
に
及
び
、
南
で
は
単
一
メ
ン

ド
ニ
エ
ー
ブ
ル
地
方
で
新
し
い
地
層
の
下
に
懸
さ
れ
て
居

る
が
樹
東
南
に
於
て
ド
ン
河
の
上
流
に
及
ん
で
居
る
。
次

に
石
炭
紀
層
は
ド
ヴ
イ
ナ
下
流
か
ら
西
南
ヅ
ァ
川
ダ
イ
に

至
り
．
欝
南
は
ド
ニ
エ
ー
プ
ル
の
源
に
達
し
、
束
は
カ
〃

　
　
　
　
　
　
鐵
叩
四
四
　
　
　
一
五
一
　
（
論
ハ
八
一
）



　
　
　
第
三
餐
　
離
纂
　
亀
理
上
よ
り
見
六
る
露
幽

ガ
、
ト
ゥ
ー
ラ
、
莫
斯
科
を
経
て
オ
駿
河
下
流
に
及
ん
で

一
度
新
し
い
地
層
に
蔽
は
れ
る
が
、
爾
ヅ
ォ
川
が
申
流
に

現
は
れ
、
ド
ネ
ツ
高
原
、
鳥
拉
爾
、
チ
マ
ン
で
は
摺
鉦
を

な
し
て
露
は
れ
て
居
る
〇
一
般
に
露
國
の
石
炭
紀
層
ば
石

茨
岩
か
ら
成
て
、
石
炭
暦
を
挾
ん
で
居
る
、
中
に
も
ト
ゥ

ー
ラ
、
カ
ル
が
雨
縣
、
ド
ネ
ツ
高
原
、
・
風
樹
爾
の
前
山
等

は
其
薯
し
い
も
の
で
あ
る
。
爾
石
炭
紀
層
の
間
で
、
北
極

洋
ご
烏
患
畜
こ
の
聞
に
は
、
二
盤
紀
層
が
窪
く
堆
積
し
て

居
る
、
二
愚
輔
紀
（
℃
o
一
，
ヨ
圃
m
彰
）
の
名
も
》
ぺ
川
ム
縣
の
名
に

因
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
之
ご
共
に
二
盤
三
期
紀
の
地
層
が

あ
る
、
凡
て
之
等
地
盛
は
石
夙
岩
、
砂
岩
、
．
礫
岩
、
泥
灰

岩
、
粘
土
等
か
ら
成
て
、
銅
鑛
、
乾
臨
、
石
膏
等
を
含
ん

で
居
る
。
古
生
代
が
絡
て
か
ら
三
三
紀
の
閣
は
露
西
亜
は

陸
地
で
あ
っ
た
こ
見
ね
る
。
古
生
暦
…
が
巳
に
浸
蝕
作
用
を

受
け
て
凹
凸
を
生
じ
沈
上
に
、
琢
羅
紀
及
び
下
部
の
白
墓

紀
に
粘
土
及
び
砂
岩
が
堆
積
し
π
、
之
は
古
生
層
の
標
に

皿
然
に
堆
積
し
て
居
ら
な
い
、
一
時
は
殆
ご
奪
原
の
全
部

第
四
號
　
　
一
五
二
　
（
六
八
二
）

を
．
覆
ふ
花
も
の
だ
が
、
其
後
の
創
渕
作
用
で
削
り
去
ら
れ

π
所
が
あ
っ
て
、
今
は
莫
斯
科
附
近
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
中
流

ド
ヴ
イ
ナ
河
ご
カ
マ
河
こ
の
間
等
に
毒
断
な
地
積
に
亙
て

残
っ
て
居
る
。
露
塵
の
南
牢
は
上
部
白
垂
紀
に
水
に
蔽
は

れ
π
ご
見
ね
て
、
此
時
代
の
地
層
が
、
モ
ヒ
レ
フ
か
ら
ク

ル
ス
ク
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
シ
、
ペ
ン
ザ
を
顧
て
ヴ
ォ
戸
が
中
流

に
及
び
、
省
ヅ
ォ
川
ヒ
エ
ァ
、
リ
ス
ア
ニ
ア
に
現
は
れ
て

居
る
。
第
三
紀
古
暦
も
之
ご
同
じ
榛
で
．
キ
エ
フ
、
チ
ユ
．

ル
ニ
ゴ
フ
か
ら
ハ
ル
コ
フ
を
纒
て
エ
ル
グ
ニ
ン
丘
陵
に
及

び
、
第
三
紀
新
層
は
南
露
に
限
ら
れ
て
居
る
○

　
右
の
次
第
で
あ
る
か
ら
露
西
張
李
原
は
地
質
構
造
上
季

坦
に
出
來
て
居
る
が
幾
分
か
傾
斜
、
隆
起
、
削
親
等
の
作

用
を
受
け
て
居
る
、
随
て
篭
原
の
基
盤
は
決
し
て
軍
純
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

謬
で
な
い
、
故
に
其
地
貌
及
び
地
膚
に
も
憂
化
が
あ
る
筈

で
あ
る
、
然
も
裏
襟
が
極
め
て
一
様
に
出
家
て
居
る
の
は

基
盤
の
岩
石
を
被
覆
し
て
居
る
土
性
が
軍
純
な
爲
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摯



　
氷
ぐ
｝
風
　
前
述
の
如
く
、
露
西
亜
季
原
は
各
種
の
古
い

地
層
か
ら
成
っ
て
居
る
が
、
其
後
第
四
紀
に
な
っ
て
か
ら

北
部
に
は
氷
、
南
部
に
は
風
が
働
い
て
、
厚
い
漂
置
土

（
氷
成
）
、
又
は
黄
土
（
風
成
）
を
堆
積
し
て
算
盤
の
地
層
を

被
覆
し
沈
。
露
西
亜
で
漂
積
土
に
蔽
は
れ
て
居
る
慮
、
即

ち
嘗
て
氷
の
下
に
隠
さ
れ
陀
庭
は
、
婆
羅
的
地
楯
（
券
蘭
）

か
ら
南
方
、
レ
ン
ベ
ル
グ
（
ガ
リ
シ
ア
）
か
ら
東
キ
エ
フ
に

至
り
、
之
か
ら
北
方
ト
鯨
ー
ラ
、
ニ
ジ
ニ
ノ
ヅ
ゴ
質
ド
、
カ

ザ
ソ
、
ペ
ア
ム
を
維
て
遙
に
北
方
鳥
拉
爾
の
麓
に
至
る
線

の
北
の
全
部
を
占
め
て
居
る
◎
氷
河
は
伺
之
か
ら
南
方
に

二
つ
の
舌
を
出
し
て
居
π
、
即
ち
一
は
ド
ニ
エ
ー
プ
摺
に

沼
ひ
て
ボ
ル
タ
フ
に
至
り
、
一
は
オ
カ
河
、
ド
ン
研
出
其

支
流
ホ
ペ
ル
河
に
浩
ひ
て
ド
ン
ご
ホ
ペ
ル
こ
の
曾
合
識
に

至
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
此
氷
舌
は
著
し
い
漂
績
土
を
残

さ
な
い
、
却
て
一
跡
を
黄
土
が
蔽
ふ
て
居
る
概
し
て
露
西

亜
で
は
漂
積
土
が
北
猫
逸
の
様
に
厚
ζ
登
達
し
て
居
な
い

適
所
に
よ
っ
て
は
下
欄
を
十
分
に
被
覆
し
な
い
、
ヴ
ナ
〃

　
　
　
策
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
り
見
れ
る
露
國

が
上
流
及
び
リ
ス
ア
ニ
ア
地
方
で
は
僅
に
島
嬢
状
を
な
し

て
存
在
し
て
居
る
G
各
氷
期
の
時
代
の
匠
別
は
未
だ
十
分

に
研
究
さ
れ
で
居
な
い
が
、
大
体
は
北
燭
逸
ご
洞
様
に
二

つ
の
漂
績
土
定
が
あ
る
、
一
は
婆
羅
的
海
及
び
婆
羅
的
地

回
に
接
し
柁
所
で
，
此
慮
で
は
玉
成
の
地
貌
、
即
ち
堆
石

地
貌
、
湖
水
等
が
最
も
よ
く
螢
達
し
て
居
る
。
此
帯
は
東

プ
ロ
シ
ア
の
婆
羅
的
湖
水
藁
地
か
ら
西
露
の
北
部
を
維
て

東
北
ブ
ァ
ル
グ
イ
岡
地
に
及
び
、
爾
北
方
オ
ネ
が
湖
附
近

に
達
し
て
居
る
。
他
の
一
は
前
者
㊨
南
方
及
び
東
方
で
、

此
庭
に
は
氷
成
の
地
貌
が
な
く
、
漂
積
土
が
奉
坦
に
鑛
が

つ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
、
つ
ま
り
、
此
帯
は
婆
羅
的
海
を

中
心
こ
し
て
氾
濫
し
陀
氷
河
が
最
も
鑛
大
さ
れ
だ
時
代
に

の
み
氷
の
下
に
隠
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。
極
北
部
即
ち
ド
ヅ

ィ
ナ
、
メ
ー
ゼ
ソ
、
ぺ
．
チ
ョ
ラ
等
の
流
域
地
方
で
は
漂
積

土
が
北
極
洋
層
の
霧
に
取
り
除
か
れ
、
叉
は
覆
は
れ
て
居

る
、
蓋
し
氷
期
の
終
頃
北
極
洋
は
婆
羅
的
海
ま
で
尊
い
て

居
π
の
で
あ
る
。
又
之
ご
殆
ざ
同
時
代
に
裏
海
も
ヴ
ォ
ル

　
　
　
　
　
　
館
躍
前
陣
猴
　
　
　
一
五
三
　
　
（
山
ハ
八
ご
一
）



　
　
　
第
三
巻
　
雑
纂
　
地
理
上
よ
の
見
糞
ろ
露
國

が
下
流
低
地
の
大
部
を
覆
ひ
、
其
北
に
は
大
き
な
内
海
が

あ
っ
て
共
に
厚
い
地
墨
を
堆
積
し
淀
。
概
し
て
漂
積
土
は

表
噌
凹
色
の
一
考
い
黒
い
砂
性
「
馳
走
甲
で
、
主
に
石
肺
央
粒
か
ら
成

っ
て
植
物
の
螢
養
素
に
乏
し
い
、
之
は
ボ
ド
ソ
ル
ご
云
て

北
露
で
は
普
通
の
土
壌
で
あ
る
○
而
し
寒
帯
地
方
に
入
れ

ば
砂
質
叉
は
泥
炭
質
の
凍
土
が
之
に
代
る
こ
ε
は
勿
論
で

あ
る
。

　
前
述
の
幽
翠
土
の
境
界
線
の
南
方
は
黄
土
に
覆
は
れ
て

居
る
、
之
が
古
い
方
の
漂
積
土
よ
り
新
し
く
堆
積
し
陀
も

の
で
あ
る
こ
ご
は
。
野
積
土
は
谷
に
切
ら
れ
て
居
る
が
、

黄
土
の
方
は
谷
の
形
の
麺
り
に
堆
積
し
て
居
る
の
で
朋
か

で
あ
る
。
厚
さ
は
二
十
米
に
達
す
る
腱
も
あ
る
が
、
慮
に

よ
っ
て
下
車
の
岩
石
が
露
出
し
て
居
る
庭
が
め
る
、
甚
し

き
は
黄
土
は
只
斑
織
歌
に
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
庭
も
あ

る
。
此
黄
土
地
方
の
一
部
に
所
謂
黒
土
帯
志
云
ふ
の
が
あ

る
、
南
露
を
西
南
西
か
ら
東
北
東
に
．
貫
い
て
、
ナ
ラ
．
塾
フ
、

オ
ブ
シ
チ
ァ
イ
シ
ル
㍗
方
面
に
及
ん
で
居
る
。
黒
土
帯
で

第
M
四
川
伽
　
　
　
一
五
四
【
　
（
山
ハ
噌
八
四
）

は
表
面
の
土
壌
が
厚
さ
一
乗
位
腐
植
土
で
黒
く
な
っ
て
居

る
、
之
は
草
野
の
草
が
堆
曝
し
て
腐
た
も
の
で
あ
る
、
此

帯
が
南
露
の
豊
野
こ
し
て
聞
ね
て
居
る
所
で
、
今
は
小
露

西
亜
領
こ
し
て
濁
逸
に
糧
食
を
供
給
し
て
居
る
。
黒
土
帯

の
南
即
ち
黒
海
に
製
し
π
所
は
純
粋
の
草
野
土
で
、
更
に

東
南
裏
海
の
低
地
に
入
れ
ば
沙
漠
性
こ
な
る
。

　
水
流
　
露
西
亜
の
…
機
に
地
層
が
水
李
に
重
な
っ
て
居
て

其
の
上
に
一
撃
な
表
土
が
蔽
ふ
て
居
る
研
で
は
現
在
の
地

貌
は
水
流
の
作
用
で
決
定
さ
れ
る
G
婆
羅
曇
勝
及
び
北
極

洋
斜
面
ご
黒
海
．
裏
海
斜
面
ご
を
分
つ
圭
要
分
水
界
は
、

ヵ
ー
パ
シ
ァ
ン
の
麓
か
ら
避
走
し
、
一
度
北
猫
逸
低
地
の

厚
き
の
窪
地
で
切
断
さ
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
廣
き
隆
起
馨

な
る
西
里
岡
地
に
透
い
て
、
此
上
を
更
に
東
北
に
走
っ
て

湖
水
豪
猛
及
石
炭
紀
芝
地
方
に
至
り
、
之
か
ら
北
ヅ
川
ダ

イ
岡
に
着
き
、
絡
に
オ
ネ
が
湖
附
近
の
低
地
に
下
る
。
笏

水
界
は
之
か
ら
東
南
に
向
て
湖
水
多
き
理
説
の
間
を
量
り

　
ぱ澱

け
て
ヅ
ォ
ロ
グ
ダ
市
附
近
で
北
露
高
地
に
出
で
、
東
の



方
鳥
拉
爾
山
脈
に
逮
し
て
居
る
◎

　
此
節
要
分
水
界
か
ら
、
一
般
の
傾
斜
に
從
で
、
ペ
チ
コ

ラ
、
1
3
イ
ナ
は
北
極
洋
に
、
ネ
ヴ
ァ
、
ヂ
凱
ー
ナ
、
二
ー

メ
ン
は
婆
羅
的
海
に
朝
し
て
居
る
。
分
水
界
が
西
北
に
偏

し
て
居
る
の
で
、
南
及
び
東
南
に
流
れ
る
河
に
は
大
き
い

の
が
あ
る
。
ド
ニ
エ
ー
ブ
川
は
大
き
な
沼
澤
性
低
地
か
ら

水
を
集
め
て
纏
る
、
此
低
地
は
フ
イ
ヒ
ぜ
ル
（
ヅ
ィ
ス
チ

ュ
ラ
）
河
中
流
の
低
地
ご
連
坐
し
て
居
る
も
の
で
、
ド
ニ

幽
霊
プ
ル
の
支
流
プ
リ
ペ
2
ト
が
夢
中
を
西
か
ら
東
に
流

れ
て
居
る
ド
ニ
エ
ー
プ
ル
は
伺
贋
い
低
地
を
東
南
に
流
れ

る
、
此
低
地
は
此
河
の
作
陀
も
の
で
、
之
が
曝
露
の
高
原

ど
南
露
岡
地
ご
を
分
て
居
る
○
北
防
露
岡
地
ご
云
ふ
の
は

．
前
に
も
述
べ
煙
花
軽
罪
岡
脈
及
び
ド
ネ
ツ
高
原
か
ら
成
て

居
る
が
、
爾
ボ
ー
3
ソ
ァ
、
ガ
フ
シ
ァ
を
維
て
ン
ン
ベ
ル
グ

カ
ー
．
ハ
シ
ア
ン
に
延
び
て
居
る
。
南
露
岡
地
の
南
に
は
、

呈
露
毫
地
が
あ
っ
て
、
東
南
黒
海
に
綾
斜
し
、
1
3
ニ
エ
ス

ト
川
ご
ブ
ー
グ
ご
は
軍
配
地
の
間
に
狭
い
谷
を
穿
て
考
方

第
三
巻
　
　
離
　
纂
…
　
鉋
理
上
よ
り
見
六
る
露
國

向
に
流
れ
で
居
る
。
ド
ニ
一
葦
プ
川
ご
ド
ネ
ツ
㍗
の
間
で
、

ド
ネ
ッ
高
原
ご
中
露
高
原
ご
績
い
て
居
る
、
此
の
中
露
高

原
ご
云
ふ
の
が
ヴ
ア
ル
ダ
イ
か
ら
輝
い
て
來
て
居
る
の
で

ヂ
ユ
ー
ナ
、
1
3
ニ
エ
ー
プ
ル
ご
ヴ
ォ
ル
ガ
、
・
ド
ン
ε
を
分

つ
分
水
界
を
な
し
て
居
る
。
ド
ソ
河
は
中
露
高
原
及
び
避

ネ
ッ
高
原
の
束
の
縁
を
な
し
て
ド
ニ
エ
ー
プ
ル
ざ
周
方
向

に
流
れ
る
。
欧
州
の
最
大
河
グ
オ
〃
ガ
は
中
頭
か
ら
凍
る

見
切
、
鳥
早
旦
か
ら
流
れ
る
カ
マ
等
の
大
支
流
を
合
せ
て

大
き
な
盆
地
の
中
を
流
れ
て
居
る
、
此
の
盆
地
は
丁
重
高

原
ご
北
露
岡
地
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
西
北
は
ネ
ヅ
ァ
河
の

低
地
ご
績
い
て
居
る
、
然
し
決
し
て
軍
一
な
低
地
で
は
な

い
の
で
多
く
の
河
谷
が
集
ま
つ
泥
も
の
で
あ
る
、
郡
此
窪

地
は
河
自
身
の
撃
払
作
用
で
出
京
π
も
の
に
外
な
ら
ぬ
Q

此
河
の
支
流
オ
カ
馬
下
ド
ソ
河
こ
の
聞
に
は
両
側
を
河
に

浸
蝕
さ
れ
て
幽
い
鞍
妖
地
が
残
て
居
る
、
此
鞍
平
地
は
申

露
高
原
ご
ヴ
オ
川
が
高
原
こ
の
蓮
鎖
を
な
し
て
居
る
為
の

で
ヴ
オ
〃
ガ
高
．
原
は
漸
次
東
に
高
く
な
っ
て
ヴ
ォ
ル
ガ
河

餓
叩
楓
一
篇
郡
　
　
　
一
一
血
五
　
　
　
（
山
ハ
二
五
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
り
見
六
る
露
國

畔
に
高
い
瞼
崖
を
な
し
て
絡
て
居
る
、
此
険
…
崖
は
ニ
ジ
ニ

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
か
ら
ツ
ア
リ
チ
ン
に
達
し
て
，
露
西
亜
李
原

中
で
此
庭
ば
か
り
は
幾
分
由
ら
し
く
見
ぬ
る
。

　
要
す
る
に
前
記
野
水
の
河
谷
は
、
元
來
河
自
身
の
浸
蝕

作
用
で
出
來
元
も
の
で
原
生
的
の
窪
地
叉
は
地
質
構
造
上

の
谷
で
な
い
、
即
露
西
亜
挙
原
は
軍
に
河
の
浸
蝕
作
用
で

高
地
ご
低
地
ご
に
分
れ
沈
も
の
で
、
其
高
地
ご
低
地
こ
の

別
は
基
盤
の
地
質
擁
造
叉
は
土
性
ご
は
何
の
關
係
も
な
い

　
植
物
界
　
露
西
亜
は
氣
候
及
び
植
物
界
か
ら
は
次
の
三

吉
に
分
れ
る
。

　
　

　
一
ツ
ン
ド
ラ
帯
は
極
め
て
塞
く
、
多
季
は
九
ヶ
月
に
互

　
く

り
、
土
地
は
永
久
に
凍
り
、
樹
木
生
せ
す
、
耕
作
は
出
家

な
い
、
狩
猿
、
漁
業
及
び
馴
鹿
遊
牧
が
行
は
れ
る
、
此
帯

は
北
極
圏
以
北
の
全
部
か
ら
樹
斑
瓢
歌
を
な
し
て
南
方
に

延
び
、
全
ペ
チ
ヨ
ラ
流
城
を
包
括
し
て
居
る
。

　
ラ

　
ニ
森
林
帯
は
更
に
西
翠
利
亜
針
葉
樹
林
帯
（
オ
ネ
が
湖

　
く

ー
カ
ザ
ン
線
の
東
）
ご
中
隊
混
合
樹
林
帯
ご
に
分
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
五
六
　
　
（
六
八
六
）

る
。
此
は
雨
量
五
百
粍
以
上
の
地
で
、
北
露
中
露
の
全
部

を
勉
括
し
、
南
は
漂
積
土
帯
の
南
界
に
及
ん
で
居
る
。
本

帯
は
冬
季
傘
歳
に
跨
り
、
寒
威
強
く
雪
深
く
、
夏
は
雨
量

が
多
い
○
其
北
部
に
ば
所
々
沼
澤
を
交
へ
π
早
大
な
原
始

林
が
あ
っ
て
、
其
林
個
中
に
は
貧
し
い
耕
地
牧
場
が
勲
在

す
る
、
南
部
に
な
る
ご
森
林
の
間
に
贋
大
な
耕
地
が
あ
り
、

そ
れ
が
南
に
至
る
ほ
ざ
多
い
◎
然
し
森
林
の
経
鶴
な
ざ
に

は
除
り
注
意
し
な
い
、
多
く
は
原
崖
林
で
、
藻
類
、
松
類
、

槻
類
、
白
樺
共
他
の
落
葉
樹
の
混
合
林
で
下
生
が
多
い
、

北
方
及
び
東
方
に
な
る
ご
針
葉
樹
及
び
白
樺
が
増
し
て
來

る
。

　
⊃
ス
．
ク
ツ
プ
帯
は
冬
季
比
較
的
短
く
、
雪
少
く
、
夏
は

　
く

炎
熱
焼
く
が
如
き
庭
で
あ
る
。
森
林
精
か
ら
ス
タ
ッ
プ
帯

へ
の
古
り
か
は
り
は
漸
次
で
あ
っ
て
、
其
間
に
申
間
地
帯

ご
云
ふ
べ
き
慮
が
あ
る
、
此
中
聞
地
帯
が
前
述
の
黒
土
層

地
方
に
當
る
。
之
か
ら
南
は
眞
の
ス
テ
ツ
ブ
こ
な
っ
て
雨

藁
少
く
耕
地
乏
し
く
、
終
に
は
一
部
遊
牧
地
こ
し
て
利
用



O

さ
る
》
荒
凍
陀
る
草
原
こ
な
る
。
作
物
は
森
林
帯
で
は
大

憲
、
黒
変
で
あ
る
が
腰
帯
で
は
小
義
を
圭
こ
し
、
樹
南
方

に
は
玉
蜀
黍
、
瓜
、
葡
萄
等
が
あ
っ
て
、
特
に
申
露
で
は

果
樹
の
栽
培
が
盛
で
あ
る
。

　
文
姥
　
輩
調
ご
専
一
ご
は
露
西
亜
の
自
然
界
に
於
け
る

著
し
い
特
徴
で
あ
る
、
此
大
漕
運
に
は
ゐ
民
族
、
文
化
、

経
濟
、
國
家
等
の
書
展
籏
張
を
阻
止
す
る
何
等
の
障
害
物

が
な
い
。
自
然
に
存
し
て
居
る
著
し
い
樹
照
で
さ
へ
、
其

聞
に
存
す
る
極
め
て
緩
漫
に
移
り
が
は
る
申
問
地
帯
の
爲

に
書
信
さ
を
失
て
し
ま
ふ
。
森
林
ご
ス
ヲ
ッ
ブ
の
如
き
は

随
分
甚
七
い
野
照
で
あ
る
が
、
南
方
は
北
方
の
材
木
を
必

要
こ
し
、
北
方
は
南
方
の
穀
物
に
依
頼
す
る
か
ら
出
て
全

艦
の
調
子
を
書
一
な
ら
し
め
る
。
距
離
の
隔
絶
、
森
林
、

沼
澤
、
砂
漠
等
で
交
蓮
の
妨
げ
ら
る
＼
此
李
原
で
は
、
優

秀
な
る
水
路
綱
が
書
一
を
助
け
る
、
乃
ち
露
西
亜
は
同
一

の
民
族
、
同
一
の
國
家
の
支
配
の
下
に
あ
る
檬
な
自
然
的

條
件
を
具
備
し
て
居
る
。
外
界
か
ら
封
鎖
さ
れ
て
居
る
こ

　
　
　
第
三
巻
　
離
纂

鉋
理
上
よ
り
見
旗
ろ
露
國

ご
も
其
の
自
然
界
の
特
徴
で
あ
る
、
周
國
の
海
す
ら
内
海

の
性
質
を
持
て
居
る
、
是
露
西
亜
の
住
民
が
数
千
年
間
南

方
及
び
西
方
の
文
化
ご
あ
壕
り
接
試
せ
す
、
特
有
の
歴
史

ご
特
殊
の
沈
滞
し
だ
文
化
ご
を
形
成
し
元
勲
以
で
あ
ら
う

　
露
西
亜
は
三
方
面
か
疹
二
化
を
入
れ
把
、
亜
細
亜
民
族

は
ス
タ
ッ
プ
に
馬
を
騒
て
屡
侵
入
し
鞭
て
、
露
西
亜
人
の

憎
悪
、
精
騨
、
墨
家
組
織
に
著
し
い
影
響
を
饗
し
て
、
イ

ス
ラ
ム
も
亜
細
亜
民
族
ご
共
に
入
て
、
十
六
世
紀
ま
で
は

、
露
國
は
東
南
の
回
敷
國
ご
西
北
の
耶
蘇
敷
島
ご
に
分
れ

て
居
セ
。
希
臓
の
植
民
は
黒
海
方
面
か
ら
ビ
ザ
ン
ッ
の
文

化
を
齎
し
た
、
今
日
宗
敷
、
文
字
、
建
築
等
に
其
影
響
の

大
な
る
こ
ご
は
何
人
も
承
認
す
る
。
所
謂
「
露
西
亜
風
し
な

る
も
の
は
ス
ラ
ヴ
固
有
．
の
文
化
ご
此
中
亜
駐
ゼ
ザ
ン
ッ
要

素
ご
が
抱
合
し
π
も
の
で
、
難
靱
の
鵬
絆
を
給
し
て
後
に

完
成
し
π
も
の
で
あ
る
。
近
代
に
至
て
西
歓
の
文
化
は
西

蔵
に
浸
潤
し
始
め
π
、
是
露
悪
の
受
け
π
第
三
の
文
化
で

あ
る
、
瑞
典
の
フ
レ
ー
ゲ
ル
は
早
～
海
を
越
ぬ
て
第
一
の

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
五
七
　
　
（
六
八
七
）



　
　
　
第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
り
見
れ
ろ
露
國

露
國
を
建
て
、
濁
逸
騎
士
團
及
び
商
人
は
婆
羅
的
沿
海
諸

州
を
拓
殖
し
、
波
蘭
は
数
百
年
聞
西
部
を
支
配
し
陀
、
如

斯
西
齢
路
が
一
早
く
西
欧
の
文
”
化
に
浴
せ
る
に
係
ら
す
内
地
は

依
然
鎖
國
歌
態
が
績
い
だ
、
露
國
の
開
国
は
新
世
界
の
鞍

壷
よ
り
後
れ
π
o
第
十
六
世
紀
の
牟
頃
に
濁
人
へ
川
べ
ル

ス
タ
イ
ン
が
其
著
書
で
露
西
亜
を
紹
介
し
で
か
ら
皇
嗣
ご

ド
ヅ
イ
ナ
河
口
こ
の
間
に
活
濃
な
貿
易
が
開
か
れ
、
此
庭

に
露
西
亜
の
西
鰍
化
が
始
ま
つ
沈
、
其
後
十
八
世
紀
に
彼

得
大
帝
の
婆
羅
的
沿
海
諸
流
獲
得
に
よ
っ
て
直
接
感
激
の

文
化
を
輸
入
し
得
る
に
至
て
著
し
い
文
化
の
進
展
を
見
る

様
に
な
つ
だ
事
は
人
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
、
然
し
今
日

禽
西
欧
の
文
化
は
上
流
肚
會
に
限
ら
れ
て
、
之
が
申
流
以

下
に
滲
み
込
ん
で
居
る
中
墨
H
ピ
ザ
ン
ッ
要
素
ご
十
分
に

融
合
し
て
居
㌫
な
い
・

製
民
族
　
北
方
の
森
林
ご
南
方
ス
テ
ッ
プ
ε
の
間
に
民
族

舜
布
上
著
し
い
差
違
が
め
る
、
森
林
帯
に
は
開
平
以
來
定

住
し
て
農
業
を
罷
む
種
族
が
住
ん
で
居
る
、
ス
プ
ツ
プ
に

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
八
　
　
　
（
山
ハ
入
八
）

は
種
々
な
る
騎
馬
民
族
が
現
滅
し
だ
ρ
森
林
帯
で
云
ふ
ご

婆
羅
的
海
に
接
し
て
古
く
か
ら
レ
ッ
ト
族
、
リ
ス
ァ
ニ
ア

族
が
居
る
、
其
東
、
即
北
画
の
西
部
に
は
、
ヂ
ユ
ー
ナ
陰

二
三
メ
ン
、
ド
ニ
一
高
プ
ル
の
上
流
に
洛
ふ
て
ス
ラ
ヴ
が

居
る
、
之
が
今
田
の
大
露
亜
玉
入
及
び
白
露
西
亜
人
で
あ

る
○
其
南
、
ド
ニ
エ
ー
プ
ル
の
中
流
に
岡
じ
く
ス
ラ
ヅ
族

が
居
る
、
之
が
小
露
西
亜
入
で
あ
る
。
イ
ル
メ
ン
湖
畔
の

ノ
ザ
ゴ
質
ド
ご
ド
ニ
エ
ー
ブ
ル
河
畔
の
キ
エ
フ
ご
は
巳
に

中
世
初
期
に
於
て
此
等
両
露
西
亜
民
族
の
文
化
の
申
心
こ

し
て
著
れ
元
。
此
露
入
は
フ
レ
ー
ゲ
川
の
下
に
始
め
て
國

家
的
生
活
に
入
り
、
九
、
十
世
紀
に
は
ゼ
ザ
ン
ツ
か
ら
耶

蘇
敷
を
受
け
、
漸
次
森
林
地
方
に
殖
民
し
て
、
其
地
方
に

往
ん
だ
フ
イ
ソ
族
を
霊
智
し
、
南
方
で
は
遊
牧
民
族
を
ス

テ
ッ
プ
に
駆
逐
し
だ
）
今
日
の
大
露
西
家
人
ご
云
ふ
の
は

ス
ラ
ヴ
に
烏
拉
爾
雷
管
庶
系
民
族
の
混
合
し
π
も
の
で
あ

る
〇
十
三
世
紀
に
蒙
古
人
が
疾
風
の
如
く
、
此
平
原
を
荒

し
た
、
之
ご
共
に
多
く
の
亜
細
亜
民
族
、
所
謂
難
鞄
人
が



、

入
り
込
ん
だ
、
爾
來
ご
百
徐
年
蒙
古
韓
靱
の
支
配
に
陣
翻

し
π
が
、
其
羅
欝
を
脱
し
て
か
ら
十
六
世
紀
に
な
っ
て
縫

鞄
を
簾
迫
し
、
鳥
拉
爾
を
越
ぬ
て
細
断
太
羅
洋
岸
ま
で
植

民
す
る
基
礎
を
立
て
、
二
世
紀
の
後
に
は
南
露
の
征
服
及

び
植
民
に
成
功
し
沈
O
西
方
で
は
自
分
よ
b
優
秀
な
文
化

を
持
元
民
族
を
征
服
し
て
之
に
模
倣
し
泥
。
か
く
て
露
人

は
其
自
然
的
隊
士
に
外
す
る
ま
で
境
界
線
を
進
め
て
之
を

占
領
し
π
Q
、
然
し
彼
等
の
間
に
は
省
烏
拉
外
為
爾
泰
語
系

の
民
族
が
残
っ
て
居
る
。
其
二
七
三
百
五
十
萬
は
鳥
拉
爾

派
で
あ
る
。
之
は
次
の
諸
族
に
分
れ
る
。
（
扁
）
ず
屯
エ
ー

ド
族
は
ペ
チ
ヨ
ラ
流
域
に
馴
鹿
を
牧
し
て
居
る
蒙
古
人
に

似
紀
種
族
で
あ
る
。
（
二
）
フ
イ
ン
族
は
東
部
（
ウ
グ
ソ
ー

〃
、
ぺ
〃
ミ
ー
川
、
ヅ
オ
ル
ガ
フ
イ
ン
）
ご
｝
四
部
ε
に
一
分

れ
る
。
ウ
グ
リ
ー
．
川
は
北
部
烏
拉
爾
に
居
て
、
蒙
古
入
腫

の
特
色
を
備
へ
て
居
る
、
言
語
上
は
マ
ヂ
ア
ー
ル
ご
關
係

が
あ
る
、
狩
猟
民
族
な
る
オ
ス
テ
ア
ー
ク
、
ヅ
オ
ー
グ
ル

等
は
之
に
入
る
。
ぺ
γ
ミ
ー
川
は
ペ
チ
ヨ
ラ
上
流
か
ら
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

　
　
　
第
三
巻
　
難
癖
　
地
理
上
よ
り
見
六
る
露
國

マ
河
附
近
に
居
て
、
ヴ
オ
ル
ガ
フ
イ
ン
ε
共
に
早
く
露
人

の
間
に
交
て
上
敷
に
鮮
依
し
、
露
西
亜
化
し
て
、
集
團
的

聚
落
を
鞭
て
農
耕
を
歪
ん
で
居
る
。
ヅ
オ
ル
ガ
フ
フ
イ
ン

は
カ
ザ
ン
附
近
の
ヅ
オ
ル
が
沿
岸
に
住
す
る
も
の
で
、
昔

し
光
輝
あ
る
母
家
を
建
て
陀
ヴ
オ
〃
ガ
ブ
ル
ガ
ー
ル
の
除

藁
ご
云
は
れ
て
居
る
。
西
ク
イ
ン
ゼ
云
ふ
め
は
券
蘭
に
居

る
荻
義
の
フ
イ
ン
及
カ
レ
リ
ー
ル
の
外
、
イ
ン
グ
ル
マ
ン

ラ
ソ
ド
及
び
ヅ
ア
川
ダ
イ
の
東
側
に
居
る
チ
ユ
ー
ド
人
、

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
（
エ
ス
墾
ニ
ァ
）
に
住
ん
で
、
新
激
を
奉
じ

て
居
る
、
エ
ス
ト
人
、
フ
ヅ
ラ
ン
ド
（
リ
ヅ
オ
ニ
ア
）
及
び

ク
ー
ル
ラ
ン
ド
に
居
る
ソ
ヅ
等
を
含
む
。

　
阿
毒
血
派
の
亜
細
亜
人
種
は
土
耳
古
族
に
歯
て
代
表
さ

れ
て
居
る
、
之
は
元
策
蒙
古
人
の
侵
入
ご
共
に
入
て
來
て

蒙
古
人
か
ら
露
西
亜
の
支
配
者
に
指
定
さ
れ
元
も
の
で
、

俗
に
蝿
二
人
ご
云
は
れ
て
居
る
、
其
遺
蘂
約
二
百
五
十
三

は
カ
ザ
ン
市
及
び
其
東
方
に
商
入
農
斑
こ
し
て
残
り
、
爾

雇
入
勢
働
者
こ
し
て
全
露
に
散
在
し
、
ク
ヲ
ミ
ァ
に
は
農

　
　
　
　
　
第
㎞
四
號
　
　
一
五
九
　
　
ハ
山
ハ
八
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
’
　
地
理
上
よ
り
見
敦
ろ
露
國

民
牧
者
こ
し
て
存
し
、
純
粋
の
遊
牧
民
な
る
ノ
ガ
イ
藤
里

は
裏
海
西
方
の
ス
タ
ッ
プ
に
居
る
。
但
し
是
等
の
中
ノ
ガ

イ
だ
け
は
純
粋
の
土
耳
古
族
で
、
ク
リ
ミ
ア
の
聴
靱
は
希

臓
人
や
伊
太
利
俗
な
ざ
が
鞍
農
人
ご
混
和
せ
る
も
の
ら
し

い
、
バ
シ
ユ
キ
川
は
や
は
り
縫
鞄
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
元

來
は
フ
イ
ソ
で
難
靱
の
言
語
を
用
ゆ
る
も
の
で
あ
ら
う
、

主
に
農
業
狩
猟
叉
は
勢
働
に
從
事
す
る
。
キ
ル
ギ
ス
族
は

裏
海
低
地
に
居
る
。
凡
て
之
等
土
耳
古
族
は
回
敷
を
信
じ

て
居
る
。
力
川
ム
ク
族
は
純
粋
の
蒙
古
人
で
、
第
十
七
世

紀
に
移
佐
し
來
て
、
ヅ
オ
ル
が
下
流
の
西
方
の
草
野
に
遊

牧
し
、
佛
敷
を
信
じ
て
居
る
。
墨
太
人
は
西
南
部
に
波
蘭

を
除
い
て
爾
四
百
萬
も
居
る
、
其
居
住
職
業
等
の
自
由
を

制
限
さ
れ
、
肉
体
上
、
溢
瀬
上
悲
惨
な
る
境
涯
に
あ
る
事

’
は
何
人
も
知
っ
て
居
る
。
猫
逸
人
は
婆
羅
的
澹
海
諸
州
で

地
主
叉
は
市
民
ご
な
り
、
幾
十
入
世
紀
に
ヅ
オ
ル
が
河
畔

及
び
南
．
露
に
農
業
植
民
を
な
し
、
、
全
國
各
地
に
商
人
、
工

業
家
こ
し
て
生
活
し
て
居
る
。
ベ
ナ
ラ
ゼ
ァ
（
西
南
隅
）
に

　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
繭
山
ハ
○
　
　
　
（
山
ハ
⊥
兀
○
）

は
羅
馬
尼
亜
人
が
居
る
。
又
ク
ー
ル
ラ
ン
ド
、
南
部
リ
ヅ

ラ
ン
ド
の
レ
ッ
ト
人
は
新
暴
徒
、
二
ー
メ
ン
下
流
に
居
る

ソ
ス
ァ
ニ
ァ
人
は
蕾
敷
徒
で
共
に
廣
義
で
は
ス
ラ
ヅ
に
入

る
。
又
以
前
波
蘭
領
の
部
分
に
は
波
蘭
人
が
居
る
。

　
之
を
要
す
る
に
露
西
亜
の
中
堅
ご
な
る
の
は
云
ふ
ま
で

も
な
く
大
露
西
亜
人
で
、
彌
縫
蒙
昧
な
臼
露
西
亜
人
及
び

軽
快
詩
的
な
小
露
西
亜
人
も
之
に
録
す
る
、
國
境
地
方
の

異
民
族
は
大
露
西
亜
人
の
磯
展
で
無
擁
併
春
さ
れ
だ
も
の

で
あ
る
、
然
し
元
來
が
鈍
重
で
、
亜
細
亜
人
的
の
服
從
心
、

犠
牲
心
に
富
み
、
侵
逸
雄
國
を
好
む
が
、
其
の
文
化
的
》

墨
型
的
、
経
濟
的
の
墓
礎
は
極
め
て
薄
弱
で
、
個
有
の
光

輝
あ
る
文
化
を
持
π
な
い
民
族
で
あ
る
、
そ
れ
が
如
何
に

し
て
異
民
族
を
同
化
し
得
る
か
、
果
し
て
今
回
の
革
命
で

之
等
の
地
方
は
土
崩
琵
解
し
陀
、
殊
に
早
く
か
ら
優
等
な

西
欧
文
化
に
浴
し
て
居
π
西
露
の
地
方
は
中
郡
、
芥
蘭
を

始
め
ご
し
て
穿
く
原
形
の
儘
吐
き
毘
さ
れ
仁
、
つ
ま
り
露

西
亜
人
は
百
有
心
年
聞
之
等
民
族
の
地
を
鵜
春
み
に
し
だ



／

儘
で
少
し
も
溝
化
し
な
い
の
だ
。
序
で
あ
る
が
野
三
二
ご

云
ふ
の
は
露
西
亜
人
の
胱
會
的
集
團
で
血
族
で
な
い
、
元

來
ス
テ
ッ
プ
民
族
に
嫁
し
國
境
に
集
め
ら
れ
π
逃
亡
者
罪

人
等
が
騎
馬
の
國
境
守
備
兵
を
組
織
し
π
も
の
で
、
之
に

小
露
寄
薩
克
ご
大
露
追
号
克
ご
あ
る
．
前
者
は
他
の
植
民

ご
混
じ
て
居
る
が
、
後
者
は
今
風
ド
ン
，
ク
バ
ン
、
テ
レ

ク
地
方
に
特
有
の
錐
團
を
作
て
居
る
、
南
部
塗
拉
爾
の
東
、

西
勢
利
亜
の
南
境
に
も
訂
薩
克
が
居
て
、
中
に
は
亜
細
亜

入
を
も
交
へ
て
居
る
。
　
　
　
　
　
。

　
入
口
の
密
度
は
波
蘭
で
一
方
席
入
十
五
人
で
、
北
濁
逸

李
原
地
方
ご
大
差
な
い
、
南
方
國
境
の
ポ
ド
リ
ア
（
七
十

五
入
）
之
に
次
ぎ
、
南
部
ヴ
自
書
ヒ
ニ
ァ
、
小
露
西
亜
等

何
れ
も
五
十
人
を
超
ね
て
居
る
○
つ
ま
り
黒
土
層
地
方
は

人
口
が
稠
霧
で
、
各
方
面
に
減
じ
、
中
露
、
西
露
、
南
南
の

大
部
分
は
二
十
五
人
組
一
上
．
ブ
ソ
ペ
ツ
ト
流
域
及
び
黒
海

岸
は
十
－
三
十
人
で
あ
る
、
鳥
拉
爾
南
東
部
、
北
露
場
裏

海
盆
地
な
ざ
は
何
れ
も
十
人
未
満
で
あ
る
。
死
白
鷺
乏
き

　
　
　
第
三
巻
　
　
離
　
纂
　
　
地
理
土
ぶ
矧
見
六
る
露
國

く
、
外
面
か
ら
の
移
入
民
は
な
い
が
、
田
生
率
が
大
き
い

の
で
人
口
の
増
殖
は
甚
だ
速
で
あ
る
。
「

　
纏
濟
　
自
然
界
の
條
件
は
経
濟
生
活
を
決
定
し
て
居
る

ツ
ン
ド
ラ
帯
で
は
馴
鹿
の
遊
牧
、
狩
猟
、
漁
業
等
が
行
は

れ
、
其
他
北
緯
六
十
度
ま
で
の
北
露
で
は
、
林
業
毛
皮
鰍

狩
鰍
、
漁
業
等
を
や
っ
て
居
る
、
随
て
村
落
は
河
畔
に
多

い
。
森
林
帯
で
は
穀
物
殆
に
黒
姿
、
燕
饗
及
び
蕎
褒
を
産

す
る
外
牛
煽
の
牧
養
が
盛
で
あ
る
。
然
し
勿
論
地
方
の
需

要
を
回
す
に
過
ぎ
な
い
。
家
庭
工
業
は
一
般
に
螢
達
し
、

近
時
中
露
に
は
大
工
業
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
ρ
森
林

帯
で
は
家
屋
の
建
築
、
長
い
寒
い
冬
季
の
暖
房
、
汽
關
車

機
械
の
燃
料
に
す
ら
材
木
を
用
ふ
る
の
で
、
南
部
で
は
木

材
は
自
給
す
る
に
足
り
な
い
。
此
地
方
で
は
村
落
は
概
し

て
小
さ
く
、
幅
の
廣
．
い
悪
い
道
路
の
雨
側
に
木
造
の
小
歴

9
が
並
ん
で
居
る
も
の
で
、
村
落
ε
村
落
こ
の
聞
は
屡
遽
く

相
離
れ
て
居
る
。
婆
羅
的
沿
岸
諸
書
で
は
集
約
的
農
業
が

．
行
は
れ
て
居
る
の
で
、
農
産
物
の
輸
出
が
騙
し
い
、
穀
物

餓
躍
四
號
　
　
　
一
山
ハ
一
　
　
　
（
一
一
ふ
ル
一
）



ノ

　
　
　
第
三
，
管
　
雑
纂
　
地
理
上
よ
ザ
晃
六
る
露
圓
　
　

「

の
外
、
亜
麻
、
馬
鈴
薯
、
果
實
を
産
し
、
牧
畜
亦
甚
だ
盛

で
あ
る
。
此
地
方
で
は
聚
落
は
多
く
孤
立
家
屋
（
蕪
宅
）
で

あ
る
南
部
の
黒
土
帯
は
殆
全
部
穀
物
の
耕
作
に
用
ひ
ら
れ

穀
物
の
輸
出
が
甚
大
で
あ
る
、
中
に
も
西
部
は
小
忌
、
ヅ

ォ
ル
が
河
地
方
は
黒
風
が
多
い
。
西
南
部
は
加
ふ
る
に
甜

業
及
び
繊
維
用
並
に
製
油
用
植
物
を
作
り
、
肉
用
家
畜
の

牧
養
も
行
は
れ
農
産
工
業
亦
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
甜

呼
野
の
如
き
は
其
産
制
洪
國
に
匹
敵
し
、
重
要
な
楡
出
品

こ
な
っ
て
居
る
Q
南
方
の
眞
の
ス
・
プ
ッ
プ
に
入
る
ご
粗
放

的
の
牧
畜
が
行
は
れ
、
玉
蜀
黍
、
瓜
等
の
農
産
が
あ
る
。

べ
ず
ラ
ゼ
ァ
、
ク
リ
ミ
ア
で
は
葡
萄
を
作
り
、
裏
海
附
近

の
荒
野
で
は
亜
細
亜
遊
牧
民
族
が
家
畜
を
均
し
て
居
る
概

し
て
南
露
は
馬
及
び
羊
を
主
に
遇
し
て
居
る
。
一
般
に
猛

士
帯
及
び
ス
ラ
ッ
プ
地
方
で
は
、
水
が
少
い
爲
、
聚
落
が

森
林
帯
よ
り
も
大
き
く
ヤ
遽
く
離
れ
て
居
る
、
材
木
が
敏

乏
し
て
居
る
爲
、
燃
料
は
糞
ご
荊
棘
で
、
機
械
や
河
蒸
汽

に
す
ら
之
を
用
ひ
、
家
の
建
築
は
臼
煉
琵
を
使
ふ
。

　
　
　
　
　
　
弟
四
聴
伽
　
　
　
一
六
ご
　
　
　
（
点
ハ
⊥
ル
ニ
）

｝
要
す
る
に
農
牧
は
國
民
纒
濟
生
活
の
基
礎
で
、
耕
地
は
全

面
籏
の
二
七
％
、
草
地
壁
厚
は
一
五
％
を
占
め
、
國
民
の

八
制
は
之
に
從
興
し
、
穀
物
は
殆
全
轍
出
額
の
傘
に
違
し

、
亜
麻
、
砂
糖
、
畜
黒
物
亦
主
要
輸
出
晶
で
あ
る
、
木
材

の
鍮
出
は
穀
物
に
次
で
居
る
。
然
し
農
業
は
胱
會
的
、
技

術
的
映
隅
の
爲
甚
駿
達
し
て
居
な
い
、
大
露
西
亜
で
は
、

土
地
の
大
部
分
が
ミ
ー
ル
ご
云
ふ
部
落
共
有
地
で
あ
る
嬬

、
耕
作
者
は
直
接
自
家
の
利
害
に
關
呈
し
な
い
の
で
耕
作

に
努
力
し
な
い
，
彿
ふ
る
に
農
奴
磨
止
の
結
果
重
い
租
税

の
襲
職
…
が
あ
り
、
農
民
は
無
敷
育
で
あ
る
。
從
て
共
耕
作

法
は
婆
．
羅
的
溢
海
諸
神
の
外
は
極
め
て
粗
放
的
で
、
殆
肥

料
を
や
ら
な
い
掠
奪
的
の
方
法
で
あ
る
◎
夫
が
爾
豊
沃
な

黒
土
地
方
す
ら
漸
く
亭
亭
傘
を
減
じ
、
不
作
磯
僅
屡
至
り
、

、
ヅ
オ
ル
が
附
近
で
は
特
に
甚
し
い
。
河
や
海
岸
で
は
漁

業
が
可
成
り
盛
で
あ
る
が
、
希
受
業
國
で
繋
爪
食
期
に
需
要

が
多
い
の
で
、
需
要
を
摂
す
に
足
り
な
い
。
鑛
産
は
あ
ま

り
多
く
な
い
、
露
本
土
の
三
炭
田
は
地
質
の
項
に
遠
べ
陀



が
、
其
他
上
シ
レ
ジ
ア
炭
田
の
痛
き
が
露
領
波
蘭
に
現
は

れ
て
居
る
。
鐵
は
可
成
り
澤
山
出
て
、
烏
拉
爾
地
方
の
鐵

宝
玉
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
っ
其
他
シ
レ
ジ
ア
境
界
の

亜
鉛
、
鉛
、
烏
拉
爾
の
貴
金
厨
、
ド
ネ
ッ
高
原
、
裏
海
盆

地
中
の
草
野
湖
、
陶
露
の
ソ
マ
ン
等
で
に
櫨
を
蓬
す
る
工

業
は
關
税
の
障
壁
で
保
護
せ
ら
れ
、
最
近
数
十
年
間
外
國

殊
に
心
逸
入
及
び
獅
逸
の
資
本
で
進
歩
し
π
工
業
地
は
鑛

山
地
方
の
外
、
波
蘭
、
婆
三
三
沿
海
諸
市
、
莫
斯
科
附
近

で
、
機
業
特
に
綿
工
業
が
圭
で
あ
る
。
概
し
て
露
西
亜
の

工
業
は
、
石
炭
ご
水
力
こ
の
敏
乏
で
著
し
く
国
忌
を
阻
害

さ
れ
る
。

　
外
國
貿
易
で
は
二
重
の
方
面
を
有
し
、
西
方
に
は
原
料

品
、
牟
製
品
を
輸
出
し
加
工
品
を
需
め
、
東
方
に
回
し
て

之
ご
廊
下
で
あ
る
Q
．
貿
易
は
可
罰
ま
で
愚
才
の
船
舶
に
由

て
行
は
れ
、
商
船
隊
は
甚
だ
少
い
、
海
か
ら
封
餓
さ
れ
肝

所
に
居
る
露
人
は
全
然
海
上
生
活
の
嗜
野
ε
能
力
ご
を
敏

い
て
居
る
Q

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
り
見
大
る
露
國

　
交
遊
も
未
だ
甚
だ
進
歩
し
て
居
な
い
σ
鐵
道
網
の
密
度

は
那
威
を
除
く
凡
て
の
欧
洲
諸
國
に
劣
り
、
其
長
さ
も
猫

逸
に
及
ば
な
い
Q
國
境
の
頗
る
長
き
に
係
ら
ホ
之
を
越
ゆ

る
鐵
道
線
は
十
八
を
数
ふ
獄
に
過
ぎ
な
い
，
即
ち
露
領
亜

細
亜
へ
四
線
、
募
蘭
へ
一
線
、
濁
へ
七
線
、
填
へ
五
線
、

羅
馬
尼
亜
に
一
線
を
出
し
て
居
る
。
莫
斯
科
は
國
内
交
通

線
の
中
心
を
な
し
て
居
る
。
之
か
ら
ペ
ト
”
グ
ラ
ー
ド
行
．

、
リ
ガ
行
、
フ
川
ソ
ウ
～
伯
林
行
、
ワ
ル
ソ
ウ
ー
維
也
納

行
、
カ
ル
ガ
ー
ホ
メ
ル
～
ワ
ル
ソ
ウ
行
、
ト
ウ
ラ
ー
セ
ヅ

ス
ト
ポ
ル
行
、
ク
ル
ズ
ク
ー
オ
デ
ソ
ず
行
、
　
ハ
川
ニ
フ
ー

オ
デ
ソ
晶
ノ
行
塾
リ
ヤ
ザ
ン
（
尚
加
索
行
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス

ク
西
比
利
亜
行
、
サ
マ
ラ
ー
タ
シ
ュ
ク
ン
ー
－
行
、
ア
ル
ハ

ン
ゲ
ル
ス
ク
行
等
が
あ
る
Q
侮
ペ
ト
”
グ
ラ
ー
ド
か
ら
ヅ

イ
川
ナ
を
経
て
ケ
自
用
ヒ
ス
ベ
ル
グ
行
、
及
ヅ
で
ル
ナ
か

ら
ワ
〃
ソ
ウ
行
な
ご
が
あ
る
。
概
し
て
鐵
遽
は
汽
車
の
数

が
少
く
、
遽
力
亦
甚
だ
緩
か
で
時
間
を
塞
費
す
る
こ
ご
が

多
い
、
陸
路
交
通
に
は
爾
馬
車
の
使
用
が
盛
で
あ
る
。
露

　
　
　
　
　
　
第
㎞
悶
號
　
　
　
一
罪
ハ
認
圃
　
　
（
山
ハ
九
…
轟
）



珍

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
り
見
六
る
露
國

國
は
叉
優
秀
な
水
路
綱
を
持
っ
て
居
る
、
諸
大
河
は
凡
て

上
流
ま
で
渕
航
す
べ
く
、
中
に
最
も
重
要
な
ヅ
ォ
ル
が
河

ご
、
昂
ヅ
ァ
河
ε
は
三
つ
の
運
河
で
蓮
絡
さ
れ
、
叉
両
河
ε

も
ド
ヅ
ィ
ナ
河
ご
連
接
し
．
叉
ド
ヅ
ィ
ナ
の
支
流
ヅ
ィ
チ

ェ
グ
ダ
ご
ヅ
か
ル
ガ
の
支
流
カ
マ
河
ご
も
重
い
て
居
る
、

か
く
て
東
北
部
の
重
水
は
婆
羅
馬
海
、
北
極
洋
、
裏
海
の

闇
に
一
の
蓮
絡
し
だ
水
路
綱
を
作
て
居
る
。
西
で
は
、
ブ

ー
グ
、
二
ー
メ
ン
、
ヂ
ュ
竃
ナ
は
プ
ヅ
ペ
シ
ト
、
ド
ニ
エ

ー
プ
〃
ご
繋
馬
し
、
婆
羅
的
証
ご
、
領
導
ご
を
蓮
ね
て
居

る
。
然
し
此
水
路
綱
も
長
い
冬
は
氷
に
鎖
さ
れ
、
春
は
雪

・
解
け
の
洪
水
多
く
、
其
利
用
は
短
い
夏
に
高
ざ
れ
て
居
る
。

　
結
論
之
を
要
す
る
に
露
西
亜
は
實
ピ
矛
盾
の
多
い
國

で
あ
る
、
其
地
質
は
甚
だ
古
い
が
、
夫
が
あ
ま
り
網
曲
さ

れ
な
い
で
李
原
を
な
し
て
居
る
、
其
入
種
は
古
く
か
ら
著

れ
て
居
る
が
文
化
ば
未
だ
若
い
世
界
更
に
首
を
出
し
陀
の

は
十
八
世
紀
に
過
ぎ
な
い
。
貰
大
な
領
士
ご
難
多
な
民
族

と
を
包
有
し
て
居
る
が
之
を
融
合
同
化
し
π
課
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
第
　
㎜
悶
號
　
　
　
一
山
ハ
四
　
　
　
（
六
九
四
）

人
ロ
は
稀
薄
で
利
用
す
べ
き
資
源
は
多
い
が
人
民
は
無
智

ご
貧
困
に
泣
い
て
居
る
。
其
上
流
飛
曾
は
西
歓
の
文
化
に

心
嘱
し
て
居
る
が
入
麺
の
七
三
は
護
み
書
き
す
ら
出
來
な

い
。
白
入
に
は
相
違
な
い
が
註
ハ
血
統
、
思
想
篭
傳
説
に
於

て
多
く
の
亜
細
姫
的
要
素
を
交
へ
て
居
る
。
所
詮
露
西
亜

は
其
自
然
地
理
の
示
す
が
如
く
厭
亜
の
申
間
地
帯
．
（
d
o

滞
お
9
降
α
q
。
。
加
。
ぼ
簿
）
で
あ
る
6
西
方
及
び
海
上
に
封
餓
さ
れ

π
猫
逸
は
今
此
大
き
な
若
い
國
を
抱
き
込
ん
だ
、
濁
逸
の

丈
化
、
資
力
を
以
て
果
し
て
共
蒙
を
輝
き
、
其
資
源
を
開

謝
し
得
る
か
否
か
。
吾
人
が
今
其
地
理
の
概
賂
を
述
ぶ
る

の
も
あ
な
が
ち
無
盆
の
業
で
あ
る
ま
い
o


